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19世紀における医学者の身体運動論

鈴木 敏夫

Physician's Opinions on the Bodily Exercise in the 19th Century 

Toshio SUZUKI 

1 .はじめに

日本において，身体運動の促進と教育への体育導入に無視出来ない影響を与えたのは，ょ

うやく隆盛を極めつつあった洋学〈蘭学〉研究に注目した，中でも，とりわけ薦医と呼ばれる

一連の医学者逮であった。

勿論，彼等の身体についての合理的認識は，ただちに実践につながることにはならなかっ

たが，それが科学的身体観の受容の一環として跳めた時，重要な意味を持つものであった。

はじめに，その前提となった洋学，なかんずく西洋医学の導入の背景を概観したい。亭保

年代(1716~) 以後になると，封建的危機が進行するにつれ，封建教学としての儲教の思想的

権威は失醸しはじめ，それに併なって学派の対立，混乱が生じた。特に，朱子学・陽明学の批

判として登場した古学派一一…古学の主張者として荻生祖徐があげられるーーは，嬬学界に動揺

を与え，その影響は李朱援学〈宋学)1)の立場に立つ医者にまで及んだ。その結果，山脇東洋・

告益東潤らの主唱した「古監方Jの親試実験主義の思想、を呼び起した。

このように，伝統的な儒学=宋学にもとづいた李朱医学への懐疑の中から，西洋援学(生

理学・解剖学等〉への接近の態度が生まれた。そして，多くの先進的な底学者は，西洋の科学

的実験方法を採用して行った。

一方，拾頭して来た全国的な商品生産の発展と圏内市場の形成は，従来の幕府の分轄統治

政策の限界性を露呈し，西洋の生産諸技術の導入を容易にした。このような背景の中で，洋学

は医学をはじめ，諸分野に浸透した。

さらに，西洋法学の導入を決定的なものとした要国に， r日来の医学が当時の社会的予盾に

対して無能であったことがあげられる。続発する機鐘と疫疾(伝染病〉による人口減少・社会

不安とL、う状態は，西欧の防疫制度についての調査・研究を促進させた2)。 また，一方では，

民間の関学者によって，西洋衛生学が摂取されはじめた。

こうした動向は，西洋医学に関する翻訳警の刊行が幕末において特に顕著なことからも窺

える九洋学なかんずく医学の実用性は，この時期における最も重要な課題となった。

披等が著わしたものは，ヨーロッパにおける生理学・衛生学についての体系的な知識の集

積であった。 そして， 人体の生還的諸過程の解明と， その合理的認識を追求する分野におい

て， 身体運動がその対象となることはa明であった。事実， それらの匿学的効果が啓蒙養生
論として，広く説かれることになるO かかる身体の底学的根拠づけは，近代体育の成立にとっ

て，極めて有力な武器となった。

日本では，それを教育と連動させる試みは，公教育創出の超点、となった明治5年(1873)
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の「学制」に見られる。小学校の教科に霊場した「養生法j・「体術Jがそれであった的。

これまで， 今日の保健体育教育の起点が， 学制に求められることは明らかにされている

が，それがし、かなる理由で公教育制度の樹立と共に成立したかという点に関しては，必ずしも

解明されているとはいえなし、。

本稿は，幕末に査る鱗訳養生書および一連の医学者の養生論において展開された，身体運

動論の内容にふれながら，それが，公教育創出期における身体教育の定立にどのような意味を

持っていたのか明らかにしたし、。

2. 幕末における養生害の動向

享和から慶応年間(1801~1868) にいたるまで，極めて多くの養生論が書かれた。

近世封建社会において，貝原主主軒や香月牛山らな輩出した正徳・卒保年鵠を，養生論の文

化の開花期とするならば，この数十年間は，まさに欄熟とまでいえる程の最高の，そして最後

の段階に達した時期であった。それは，養生言1[などの古典的著作(覆刻版〉の急、増，あるいは

従来と違ったユニーグな新しい知識の導入が広く出版蓄に見られるO 養生に関する出版警の増

加は，その普及の程度や民衆の底知識とのかかわり状況を示す判断材料となるであろう O

ところで，この数十年間に， どれ伎の養生害が刊行されたのであろうか。

さまざまの技術的理由から，その全容については明らかにしがたいが，少くとも，これま

での調査をもとにしただけでも，三十二種となっており，相当な数にのぼっているO とりわけ

刊行数が多い時期は， 文化文政から天保年間にかけてであり， 少くとも十穫が見込まれてい

る。そして，各期ともほぼ，まんべんなく刊行されており，時期的なんL寄りがないのが特徴で

あるO このような隆盛をもたらした背景として，

第一に，古監方の拾頭があった。この底学は単なる復省主義に拠らず，古代中国の医聖が

した真髄を実証によって分析し，事実を検証するとし、う立場を重視した。このような無批判

的な古典礼賛を排除した実験精神による研究態度が，この学派の特色であった。それは， 17世

紀における古学の勃興と相まって，次第に勢力を伸ばして行ったが，平くは，名古産主医・後

藤良山らによって提唱され，音益東洞・山脇東洋によって完成された。東、澗の臨床治療医学，

東洋の実証主義にもとずく解剖観察は，やがて，西洋医学の科学の科学的精神と結合するにい

たるO

このように，実証によって得られた医学的知識は，少からず，養生議に影響を与えたと

えられる。特に， 18世紀後半から 19世紀にかけて， の刊行が古監方の寵者によってな

されている。

第二は，かつては様めて特殊な領域であった西洋医学(蘭医学〉である。古医方による

証主義の影響， 将軍音宗の洋学の庇護政策と実学の振興によって， 19世紀を境としてにわか

にその思想、を呼び起こすにいたった。この歴史的必然性は，杉田玄白が「形影夜話Jの中で述

べているO

それが養生論に登場するのは，苓和元年(1801)，r養生七不可Jによってで、あった。
漢土問蘭陀の名家の医養中より， 養生の大要たるべき一二を取り……彼等が命長かれ

と， 其うけに入ものの為に， 不文字七ツを以て， 此七事を{乍り， 問しく祝し報ゆるなり…

..5) 

もっとも上文に示されているように，漢・蘭折衷の立場が貫かれており，本格的な蘭医学
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の導入にはいたっていなし、。

ところで¥幕末にいたる養生審判行の経緯を，年代般に図表の如く整理したが，この文献

目録は未発掘の資料等の存在を勘案すれば，かなり大ざっぱな例示となろう。この中で，文政

10年(1827)の「蘭説養生録Jは，翻訳衛生警の初識的文献として注目される。内容はドイ

ツ人，フープェランド CC.W. Hufeland)の衛生蓄の邦訳であった6)。

19世紀における養生警 B録

養生関係審物(著 者|和 磨[西暦|養生関係議物|箸 者|利 震 i西暦
養 主主 談 松岡松亭 文化 15 1818 簡易養生記 沼 議{d 天保 14 1843 

延翼手号室主主談 谷 了関 文政 3 1820 養生新議 山下玄門 芸言永 3 1850 

長命衛生伝 交政 6 1823 知幾約言 平野元長 安正文 元 1854 

国子養生訣 田中雅楽郎 文政 9 1826 胡地養主主主号 岩谷省、逮 安政 3 1856 

養生随筆 河合元硯 文政 9 1826 秘法 王室生詔11
日用

土兼務関 安政 4 1857 

室主 生 論 久保謙享 文政 9 1826 号室生手引率 山東京山 安政 5 1858 

養生一家言 i3瀬 号車中 文政 10 1827 去の卯槌 平野 元主主 一

R高説差是生録 問研介高野長英訳 文政 10 1827 事告主主 覧 著書 松本元泰

養生一言葉 八偶景山 天保 2 1831 養生はなし 八隅景山 一

号室主主主論 松本 主主斎 天保 3 1832 健 全 学 杉邸玄端 文久 3 1863 

主事主主要論 鈴木 }民 天保 5 1834 言委 生 法 松本良順 元治元 1864 

主要 生 訣 平野元長 天保 6 I 1835 扶氏一長生法 辻 恕介 燦応 3 1867 

朱雀 号室主主弁 水野沢斎 天保 13I純 li三兵養生論 久我俊策 E翌応 3 1867 経験

その後， いくつかの翻訳警が刊行されるO 杉田玄端の「健全学金六巻J(1863)は，これ

までの養生に関する学問的な体係会もくろみ， Hygiene C健全学〉なる新語を用いた。また，

松本良}I演f養生法J(1864)，辻恕介「扶氏f芝生法J(1867) も在自される。

嘉永以降(l847~)の養生警は，ほとんど蘭医学ないしは，その影響を受けたものとなっ

ている。

3. 伝統的な在来の身体運動論

f養生は気をはれやかに曇なく，事すくなきを第一と知れJ7)といわれ健康にして心豊かな

身心の安寧に，日常の身体的諸活動のあり方が関与することは，古くから知られていた。

知られるように， 貝原益軒の名著， r養生訪日」には，明らかに「養身j 重視への志向が見
られるO

養生の道，多くいふ事を用ひず，只飲食をすくなくし，病をたすくる物を食はず，色欲

をつつしみ，精気をおしみ，恕哀憂思を過さず，心を王子にして気を和らげ，言を少くして無

用の事をはぶき，風寒署捜の外邪をふせぎ，叉， Il'寺々身をうごかし，歩行し，持ならずして

ねぶり話人す事なく，食気をめぐらすべし，是養生の要なりわ

益軒によれば， 歩行をはじめとする日常生活行動や古代中国伝来の「導引法JC医療体操
術〉が，養生法として挙げられる。このように，身体的負荷としては比較的，軽度のものであ

った。

ところで，議事干は「養生言IIJで，労働による適度な身体的刺激に養生的価値な認めたが，
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人の元気は「もと是天地の万物を生ずる気なり，是人身なり，人此気にあらざれば生ぜ、ず，生

じて後は飲食・衣服・賠処の外物の助によりて， 元気養はれて命を保つJ9)とその掴{践を「元

気論jに求めていた。身体についての気一元論，即ち，気の身体諸機能の統一性は，必然的に

気の集結(生〉へと向かわせる。従って，適度の身体刺激をともなう日常諸活動こそは，養生

の積綴的方法とならなければならなかった。

この適度な身体活動の実践こそは，実に益軒養生法の重点課題の一つであった。このよう

に，養生の積極的側聞としての身体運動は，主主軒以後の養生家にも受け継がれて行った。

19世紀に入ると， これまでの益軒流の身体運動論は大きく転換する。特徴的なことは，

スポーツ・遊戯の採用に見られるように，大筋活動を主体とした動的運動に養生的鏑値を認め

たことである。

ここでは，主として古医方に拠った八隅景山の場合を見ることにしたし、。それは，奇しく

も，景山が白書を大人小児の養生よりはじめ， r古人の名方を抜卒Jしたと述べたように， そ
れに関する広汎な記述がなされていると考えられるからであるO

景山の「養生一言草Jは，天保2年(1831)に刊行された。表題からも明らかなように，

実用的啓蒙書の類であり，内容は医療・保健・疾病論に及ぶ。

体育スポーツ研究に携る者にとって興味深いのは，景山の運動論であるO そこには各種武

芸・遊戯・舞踊など，動的な身体運動とその身体的効果が論ぜられるO 勿論，内容上の誤躍は

あるが，このよう~.こ系統的に扱lわれたものは他に例を見ない。

第一は，小児遊戯論の展開である。

幼稚の遊戯は皆天地の道にて，歳三つ四つ五つ六つとなるに跨って，男女夫々の遊びを

なすは，是天より養育して，其伎を受得たる事にて，やはり養生のはじめ也10)

小児の活動は，時候にしたがい，男は破魔弓・鳳の類，女は手まり・やりはご・雛遊びな

どが行なわれるが，これらはーっとして養生にならぬものはなし、。特に一位の業〈労働〉が無い

故，消化不良や循環器系の陣容を引き起こし易いので，遊戯活動は必須のものとされる。

従って， r能遊ぶ小児は， 食物こなれ， 間使通じよければ，血気循環して無病」であり，成長
してのちも壮健で「諸芸万能Jの基ともなる。養生論の分野で，遊戯論を扱った兵原益軒・香

月牛山を越えて，景山のそれはより徹戒した医学的知識の導入を試みた11)。

第二は，各種武芸の身体的効果についてである問。

は心気を王子かにし，胸臆合開き，気膜下にみち，呼吸能定故に，此道に達すれば，

他の武芸の助と成ること公べからず〈弓術〉

此術も血気循環するゆえ，生涯無病長美子すべきの術也(馬術〉

剣術は第一の芸術にして，人々別市i脅ベ~業也，其稽古自にも心持よく食物等も，能程

したため，心気をしづめ，誤なからんことを先とし，相人の透簡をねらふべきを肝要とす，

然る上は，胸踊を開き， :1芝生不老の基なり(剣術〉

rI:七術は無理なる力をいれずして，立合左右上下前後の受はづみ，先の気の乗るにしたが

って，己が術を施す，気の落着を第一とす(柔術〉

手足の押へどころ，胸腹の中所，其人に応じて為す業故に，ゆるかせならざる芸也，此

術名人に至れば，無理なる事なうして其術に査るは養生のーなり〈取手〉

心気の落着，養生道に至らざれば，名人に至ることあたはず(鉄砲〉

このように，武芸によって得られる身体的効果は，イ〉鮪肉および骨形成，ロ〉呼吸機能
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の促進，ハ〕血液循環の促進，ニエ〕精神的気力の充実にあったと云えよう O

第三は，舞踊の奨励である。

185 

人の上には舞踊より楽しみなし， 抑々此業は心と腹と壊とを定め， 意気田支に行き渡

り，かつ音襲撃を清うして，呼吸自ら安寧なるべし

総じて，身体の補慣・調整作用としての効果が説かれている。

4. 諦訳養生事の身体運動論 CI)

徳川幕藩体制の危機が進行する中で，支配思想たる嬬学の内部矛盾の進化が，洋学的カテ

ゴリーへの認識を高めた。それは医学においては，科学的・実験的方法の導入となり，漢方の

古いカテゴリー(五臓六蹄・桧腸五行〉は次第に有効性を失いつつあった。

とりわけ，天保期に査り，全閥的な飢僅の発生や疫病の流行は，都市・農村生活者の生命

を脅したが，既にその打開の糸口は儒医学にはなく，西洋医学に求めなければならなかった。

そして，幕府をはじめ民間の蘭学者連による，実践的活動が展開された。この時代の必然的要

求に答える為の成果の一つが，医学警の翻訳であった。それは，杉田玄自らの手による「解体

新議)(1774)の刊行にはじまる。

このように，西洋医学の流入に伴なって，近世における養生論は大きく転換することとな

った。特に在来の養生論は，その影響を受けて、漢・蘭折漢の養生論の出現が見られる。この傾

向は， 19世紀と共に一般化した。

ここでは，西洋医学(生運学・衛生学等〉に関する翻訳警ないしは，それらの影響を受け

た養生蓄の身体運動について述べたし、。

まず， これに関する最も初期の文献は， 杉田玄自の「養生七不可)(1801) である。そ

の第七項が「勤ェ動作ー不レ可レ好レ安Jとあるように，身体運動論となっている。彼によれば，

人間の健康状態は，物費代謝の効果的な作用によるもので，特に血液と此内より製し出される

「気J(セイニューホクト〉なるこ物の働きを促進させる為に， 適度の身体活動の必要性が生

じるとされた。

動作を好み安逸を好む時は，血液の清きものも，次第に不潔となり，気も是によって閉

塞し，百病を生じる悶なり……m

多々にして，長命なる者は悉く心まめにして「動作を嫌はず，事にのぞんで決断よく成と

不成を能弁へしもの」であるO 決断よく実践がなされれば， r気も滞らず， 血液も不潔になら
ず，此ニ事〈気血)，生宅ピ養ふ所の第一なることJ14) は明白であった。

玄白が「漢土陣蘭柁の名家の民議中より，養生の大婆たるべき一二を取りJと指摘したよ

うに，そこには依然として古来の養生観的命題が反映されていた。西洋医学の影響は，血液論

などに新しい知見がみられる程度であった。

これに対して，文政 10年(1827)，高野長英・問研介共訳による「蘭説養生録」は，西洋

衛生学の麟訳警として注目される。著者らは共に，シーボルトの「鳴滝塾J出身であった。麟

訳の直接の動機は，r長州萩の富豪熊谷五郎左衛門の依頼」によるものであった。江戸時代の商
家の経営哲学として「養生道jの占める位置は，かの井原西鶴の f日本永代蔵Jにおける「長

者九」の説15)を見るまでもなく， 極めて高かったと云えるが，おそらくそれが， r熊谷商法J
の経営哲学に合致するものであったと思われる。

本警は 15編構成で， うち第6編が「運動編Jとなっている 16)。



186 教育学部紹草寺 第31号

身体の運動は人生養生の急務にして天の道也ゆえに人各其識を勤て運動する時は能

家を保ち生を安んじ其身壮健なること顕然、たり勤めずんば有べからず

一，百姓は常に荒働をする故に多くは壮健なる者是を以運動は養生第一なる

一，小児の時より年棺誌の戯をなし身を運動するは是天然也是を禁すべからずまた年相

応に芸術を学び運動をなすべし

一，愛人は常に内居して外に出る時も馬或は駕龍にて運動をなす事少し故に身髄危弱に

成是に因て飲食の沼化乏しく諸器分利の機を失ひ失病を発する人多し運動すべし

一，蒸発気を発するは運動より能きはなし蒸発気閉塞すれば是より諸液を腐敗し終に痛

風感雷熱病等の諸症を発する也

一，病に間て諸薬を服して効なき者叉運動に関て其病治する手まり身骨量を労働させる人や

やもすれば胃病風気病留飲等の諸症を患ふ是等の痛には服薬より運動の効多し

一，学文する人其外居業の人食後は必ず運動を為ベし怠るべからず然れども余りに運動

の過るも宜しからず

一，居業をなす人必ず早朝におきて運動をなすべし朝の内は空気も替りまた胃中空虚に

して心気充満す故に其効諸薬に勝る

ー，運動は武芸をよしとす尤余り労倦に過るも宜からず叉日日間じ事なすは宜からず替

ば弓馬剣槍かはりがはりすべし

一，関離の時は遊戯といへども必ず一日に一二時は身櫨を運動すべし病の持薬を線する

と患ひ怠ず務れば壮健と成者也営時股上に留欽腹病を患Lbるもの多し是人大平の化に浴し逸

して運動為さざる故也

一，多病衰弱の人は運動宅どなさしめ難ししかれ共なるたけは勤てなさしむべし是を怠れ

ば諸臓衰弱して諸症を増発する也

一，運動は一番悉く動を上とし歩行是に次馬上是に次身輔自由に動し難き人は乗輿舟等

もまた宜し

一， コーニング(爵王〉フレデレキ(人名〉日人は運動するを良とす是天然自然の道也

高貴にして終日運動せざるは自然に反する也と智言といふベし

一，夫れ人逸居して運動をなさざれば食進まず動もすれば浮味のもの好みて食すfをより

して病を生ずる事多し慎むべし

一，或医日商家などの居業のみにて運動せざるは是自然に反する物也といへり放に運動

は一日も欠くべからず

一， ~を韓合運動する時は飲食をよく消化し血液よく運行す休息するは是に皮す故に昼の

中韓を運動すれば小使も度々通利し夜中寝息する時は小鎮の通世少し是を以血液の運行盛な

る事しるべし

一，食後俄に荒き働をするは宜からず食折合て後そろそろ運動をなすべし

以上の如く， 18項目に渡って運動の内容が示されているが， どのような特色を持ってい

たのであろうか。

第一に，本論構成のユニ y トとして，即ち「運動編」として独立した内容として展開され

たことである。このような形式での論述は従来全く見られなかった。運動の養生的髄催につい

ては， 第一項に示された如く， r人生養生の急務(天道)Jであり， r其身;住健jはすべての
活の基礎となるものであった。そうした観点、から，第ニに日常生活における運動の実践的効果
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が述べられる。即ち，運動の医学的効用，運動負荷とその条件，とりわけ健康上，最との運動

として「一番悉く動く」いわゆる全身的運動の効用が説かれる。第三に， 当時(18世紀〉の

ヨ一口ッパ人の運動に対する合理的認識を読みとれる。第四に， t人身諸器の運動毘{申告白を

なすは皆諸筋によって也，共重ぎを負ひ或は久しきに犠るは則諸筋の力也J17)と述べたように，

運動のすべての作用は筋肉の妙用によることを指摘した。

そのメカニズムについては，のちに，杉田玄端が「龍全学」で詳しく述べている。

5. 鶴訳養生警の身体運動論 (ll)

既に述べたように，麟訳書の出現は 18世紀後半より見られるが， 欝説養生録が結烏は来

初のままであったことからも明らかなように，初期の麟訳書が社会に及ぼす影響は小さかった

と思われる。 19世紀後半になると， 多くの医学者によって翻訳書が刊行されたが， 中でも匝

巻は，文久3年(1863)に刊行された杉田玄端「健全学J(六巻〉であった。

身体運動は，ここではどのように位罷づけられているのであろうか。

体格完好，体質良全にして諸件を、清潔にし，楽養度に適し，かつ，常に清楚なる大気中

に住揺するえきも之に由て未だ必しも健全ならず，健全を要するには尚，一個のなすべき要件

あり lB)

即ち，身体の強壮健全の福恵は，運動の要件を加えるにあった。従って，身体運動は健全

学では積極的な評価がなされていた。

ところで，極めて興味深いのは健全学が「運動のメカニズムjを論じていることであるO

動物は髄意に運動し，且つ物を知覚することを得，之に方自ふるに人には尚，一個高妙の

能力たる知霊・忠、才を斌与すればなり，其運動・知覚・弁識・脳髄及び脊髄を具有せり 19)

身体の運動は， 筋収績にもとずくもので， 拐を構成する所の筋繊維が縦の方向に短くな

り，これに連絡する部分を移動さぜることによって行なわれるO

およそ，動物体中に在て髄意の運動をなす所には，繊維の如~ナワの系属ありて其運動

する各部に間着せり，部して其各部は只，其上下両端に附着するナワの伸縮のみに因て互に

相屈伸することを得べしとす20)

そして，運動を興起せる繊維様のナワ〈筋繊維〉が集まった束を「筋」と規定している。

筋収縮は刺激によっておこるが，身体運動では全ての刺激は神経からの刺激である。

諸筋の収縮をなすが為には，清潔なる動脈の外，尚一倍の機関を要す，此機関は故に之

が為に組立てする細管の系属を以て全備せり，精細に之を検査するときは，筋束の被膜上に

現出せる至細毛様管の間に甚だ微細なる許多の白糸あるを見るベし。此糸を神経と名づく 21)

これらの記述から，西洋法学の水準を認識出来るが，それにもとづく玄端の訳はまさに傑

出していた。従って運動の身体的効果についても， t身体各部は使用に図て強壮となり， 使用

せざれば衰落すJ22)に示される，いわば身体の生理的法則にもとずいて展開されている。

人身体も尚，其精神の如く運化するが為に造構せられたり，震・脚・胸・背・腹・膝及

び横踊の諸筋に甚しく，主主つ斉撃に操作するに準じて強健となるO 此諾筋は操作のために造

為せる者なれば，之を運用せずしておく持は，栄養分も叉，其所を得ずして物質の交換，益

々減少す23)

本来，人間の身体は活動する為にうまく作られている。身体の各部伎が適宜に能局されな

い状態は， t全体総機のつり合い」がとれないことを意味する。 ここで云う全体総機とは，生
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命現象の特性(全機性〉一一生体活動は， 生命現象である所の運動・感覚といった諸官能の相

互協調によって実現される一一ーを指すものと思われる。

運動することなく，例えば坐し，或は臥してただに呼吸するのみなれば，血液を清潔に

する為に，会く炭酸を脱除することを得ず，深息すれば其呼気中，炭酸を包含すること浅恵、

ーする時より多くして時としては其差百分の九に至ることあり 24)

諸筋努力すれば深患を起せども，之に兼て胸部の運動急疾なるべし，是を以て問時眼に

於て常よりも多量の血，胸中に循環し，立つ清気も多量に肺巣(鮪中にあるブドウ状の小胞

をいう〉中に呼吸せられる，是故に健全を保護するにして務て目白適宜に追遺するか又は大

気中に動作するを肝婆とするなり 25)

健全学ではスポーツ・遊戯などの事例およびそれらの持つ機能・特性といった具体的な商

からの養生的価値は説かれていないが，スポーツ的運動ないしは日常の身体活動を含めて，身

体を労することの必要性が健全とのかかわりで強調されているO それは，運動とし、う生体の活

動が，生命現象として不可欠な要素であることを裏づ、けたものであった。

健全学の翌年に刊行された，松本良)1煩「養生法jは，全くの翻訳ではなく，自らの西洋医

学の知見にもとづいて警かれた， 日本人による最初の西洋式養生警であった。

本書も養生法として「運動の人身に益あること」を強調し， これを運動操作躍にまとめ

た。

労作すれば，新鮮清浄の良気を以て血液を清浄にし，百轄を檎理すベし，故に韓中の気

みなよく成，活発し飲食消尿尿の通利に各其所を得る也，実に養生法中に運動を以て最至要

の事也とすべし26)

内容的には，繍説養生録と大部小異であるが，寒冷地における身体運動の効用などは特色

の一つであった。そこでは，鍛練的・力動的運動の意義が説かれたmoまた，運動は実践する

所に意義があるのであって，彼は「実動をまことの運動養生の専務」とするような，民衆への

自己啓発を説いたが， このことは日本人の「運勤務慣の稀薄投Jvこ照らしても，当時のこの主

張は注良されよう。

ところで，慶応3年(1867)に出版された辻恕介抄訳「扶氏長生法Jには，ヨーロッパの

学校体育に関する記述が見られる。

運動の注意 食後は半分許り安坐し，然る後，除歩すべし，総じて労働ハ有害無益と知

ノレベし(高所を除々に登降するハ緩めてよし)，冬時ハ運動， 夏時より多かるべし， 寒聞に

住する人は殊に多く運動すベし，湿地に住する人また然り，午後には余り運動すべからず，

朝夕を以て最良となすなり

坐業の中，読議写字等ノ、専ら精神を使役す，故に勤敏の開，放学運動は勿論，時々快楽

して精神電と養ふベし，西国の学校には，ギムナスチーキといひて，踊躍動作を学ぶの場所あ

りて毎日児童をして一定時間，身体を動かさしむるの制度あり 26)

勿論，辻自身は身体運動の一体系であるギムナスチーキ(体操〉の内容や方法についての

理解は皆無であったが，身体運動の医学的作用や実践に際しての医学的留意事項を健康養生論

として論ずるにとどまらず，体育の身体形成にとっての教育的効果を見てとった。実際， 18世

紀のョーロ y パにおいて，このような底学者の主張が近代体育の成立に無視出来ない影響を与

えた，と成問は報告している29)

体育における体力・擢康の保持といった身体的特性は，資本主義の発展に伴ない，教育に
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おける身体運動の役割りを評価する人々に等しく共通の目標であった。

6. おわりに

既に述べたように， 19世紀における養生害刊行の直接的担い手は，親試実験の実証主義の

旗を掲げた古援方と，亭保年代以降の封建的危機の進行下に成長した蘭医学の学者逮であっ

た。養生書の普及の影には， 近世社会における劣悪な医療の社会的状態が存在しており，ま

た，実用的啓蒙書の大幅な刊行という事実から切らかなように，それは権力による医療政策の

欠陥を補う社会的な機能を果すこととなった。

ところで，徹底した禁欲思想を採用する封建社会において，これらの学派に見られる積極

的な身体運動論の展開をどうみたらよいのであろうか。この事実は，むしろ禁欲から欲望への

肯定ではなかったのか。

確かに，伝統的な在来の嬬医学の禁欲思想は身体運動観にも反映されるO 期ち，それは健

康の保持にとって，たかだか必要な消極的な身体運動の採用という，いわば行動抑制の立場に

よって貫かれていた。このような人間の行動抑制は，封建制維持の幹幹をなすものであった。

しかしながら， 19世紀に入ると，この抑制のシステムは少なからず変化していることが判る。

例えば，運動とL、う能動的行為については，肉体的欲望の節倹が説かれながらも，逆に，積極

的に受け入れられていく O その根底には，まぎれもなく身体運動の医学的認識があった。

従ってこの期における養生法としての身体運動は，すべてこのような観点で強調されてい

る。無条件でないにしろ，欲望肯定の上に立った健康論として，身体運動は価値を認められる

のである。

ところで，身体運動の医学的認識は，まず，近代ヨーロ yパにおいてさまざまの教育論に

反映された。運動による健康で、活動的に満ちあふれた身体の育成は，市民社会に生きる人間の

生活信条と合致するものであった。そして，そのような目的に結びつけられて成長した近代体

育の概観を，辻の抄訳「扶氏長生法Jに見るのである。

よく知られるように，明治5 (1872)年の学制頒布は，国民教育としての公教育創出の歴

史的起点であった。同年9月に，小学校の教育課程や教育方法について詳しく規定した「小学

校教則」が出されたが，各教科の時間担当からも明らかなように，実利的・知識教育に力点が

置かれたとはいえ，教科として「体術j r養生口授」が置かれたことは， 形式的には身体教育
が当初から位置づけられたことを示していた。

体術は「毎級ニ体操ヲ麓キ一日ー・ニ時間ヲ以テ足レリトシ樹中体操法関，東京師範学校

体操図等ノ議ニヨ予テナスヘシj30) の一項を加え，時間外に実施することとされた。それに対

して，養生口授は「養生口授一逓ニ字，養生法・健全学等ヲ用テ教師鰻々口授スJとあるよう

に，下等小学五級・四級・三級(各六ヶ月〉に一週ニ時間ずつ配当された31)。

では，このような身体教育の具現化としての体術・養生法は，学制の制定過程においてい

かなる理由から取りあげられたのか。

その導入にあたって，学制鵡革委員会の具体的な内容論議に関する記録がないので，明確

な判断は出来ないが，その要因として，第一に，欧米の学校制度の検討から，かなり参考にさ

れたと思われる「和欝学制j (内国正雄〉の影響一一一小学校条例には体術「ギムナスチーキJ

が教科としてあげられている一ーさらに第二に，学制取調掛に医学校出の西洋医学の権威，岩

佐純が関与したことが挙げられよう O 内問と岩佐は，共に起草委員としてそれぞれの立場な代
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表した32)。内聞のオランダ留学による西洋の教育全般に渡る広い知見や岩佐の底学者としての

立場からの関与は，身体教育の定立と無関係ではなかったと考えられるO

明治5年の「小学教則jは，教科内容として，養生法(講義〉は養生法・健全学，翠年の

「改正小学教関」は，体操は謝中体操法簡によることと明示したが，前者は松本良願・杉田玄

端の著作であり，後者は，シュレーパーの医療体操術3わであった。

そして，このことから，身体教育成立のための思想的準備をはたしたのが，幕末期の

者であったと云わなければならない。彼等は白書において，身体の抵学的作用や効果を説き，

身体運動の重要性を説いた。また，教科の参考書として示されたのは，当時の二人がおかれた

社会的地位からも想像されるが的向といっても幕末期の養生警の中で， 最も傑出していたこ

とにあろう O

学制における身体教育の成立過程において，内田や岩佐など洋学派起草委員の役割りは今

後さらに検討されなければならないが，幕末養生論の先駆性を見落してはならないであろう O

19世紀の日本には， 科学的身体観の受容への努力が， 医学者連によって着実に前進し始めて

いたのであるO
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